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研究成果の概要（和文）：日本語学習者による日本語撥音「ん」の調音、特に舌の動きについて、超音波診断装
置を用いて観察を行った。英語母語話者３名、中国語母語話者４名について、実験結果の分析を行い、国際会議
にて発表し、予稿集に論文が掲載された。多くの日本語母語話者は奥舌を用いた調音を行うのに対し、英語母語
話者は３名中３名が、中国語母語話者は４名中３名が、歯茎音/n/として発音していた。歯茎音は「ん」の異音
の一つであり、コミュニケーション上の誤解を引き起こす可能性は低いが、この結果から、「ん」が歯茎の狭め
を必要としない音であることを学習者に視覚的に提示することが可能となった。

研究成果の概要（英文）：The articulation of the Japanese moraic nasal /N/ by Japanese learners, 
especially the tongue movement, was observed using an ultrasound device. The tongue contours of 
three native English speakers and four native Chinese speakers were analyzed, and the results were 
presented at international conferences and published in the proceedings. While most native Japanese 
speakers articulated with the back of the tongue, three out of three native English speakers and 
three out of four native Chinese speakers pronounced it as an alveolar /n/. Although /n/ is one of 
the allophones of /N/ and is unlikely to cause communicative misunderstandings, these results allow 
us to visually demonstrate to learners that /N/ is a phoneme that does not require alveolar 
constriction.

研究分野： 音声学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
言語研究において、発話された音声の音響分析に比べ、発話時の調音分析は、口腔内を観察することの難しさか
ら、あまり進んでいない現状がある。とりわけ、第二言語学習者の調音データは不足している。通言語的にみて
特殊な音素である日本語撥音を用いて、学習者が母語にない音素を獲得する過程を舌形状から解明する本研究
は、学習者の発音の明瞭性や流暢性を向上させるための基礎データとなるだけでなく、学習者の調音特徴から音
声知覚（perception）と音声産出（production）の関係や、音声（phonetics）と音韻（phonology）の関係を議
論するための材料となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 日本語学習者にとって、特殊拍（促音・長音・撥音）の習得は困難であると指摘されてきた。
特殊拍は主に発話時の時間長の違いにより、それぞれ短子音、短母音、鼻子音との音韻対立を形
成しているが、時間長による音韻対立のない言語話者にとっては区別が難しい。このため、特殊
拍の習得については時間長に関する研究が多くなされてきた。 
 しかし、撥音「ん」に関しては、時間長の問題だけでなく、調音上の問題もある。日本語の撥
音は、文末または単独の発話では、口蓋垂鼻音と記述されることが多いが、口蓋垂を調音点とす
る音は、言語類型学的にみても、出現頻度が低く、母語に口蓋垂音を持たない日本語学習者は多
い。したがって、口蓋垂鼻音を習得するためには、正しい調音知識と訓練が必要となる。 
 日本語教育現場で認識される学習者の「ん」の発音の不明瞭さの例としては、「骨」と「本音」
の区別が曖昧になる、「雰囲気」が「ふにき」のように発音されるなどが挙げられる。これらの
発音エラーは、撥音/N/の時間長が日本語母語話者と比べて短いことを示す例であるが、調音の
観点から日本語母語話者との相違を確認した研究はなされていない。 
 撥音が文中に出現する場合、その調音点は後続の音によって、変化することが知られている。
例えば、日本語母語話者が前述の「ほんね /hoNne/」を発音する場合には、撥音/N/が、直後の
歯茎鼻音/n/と同化し、/honne/と発音されることが明らかになっている。学習者の調音について
は研究がなされていないが、後続の音に同化する場合の調音を母語話者と比較することで、調音
の違いが撥音の時間長に及ぼす影響について明らかにすることができると期待される。 
 撥音が母音の前に出現する場合、ほとんどの母語話者は撥音/N/をしっかり調音してから母音
へ移行することが確認されているが、学習者が例えば「ふんいき/ɸɯNiki/」を「ふにき /ɸɯniki/」
と発音する場合、/N/の調音が明確に行われていない可能性がある。その結果、撥音の時間長が
短くなり、アクセントや発音の不明瞭さとなって現れる。 
 このように、音響分析や聴覚実験からは見出されることのなかった母語話者と学習者の発音
の違いが、調音分析によって明らかとなるケースがある。調音分析により得られた結果は、教育
現場への応用が可能であるだけでなく、言語学的観点からみても、学習者の習得段階の実態をよ
り詳細に明確化できる点、また、音声と音韻の相互関係についての新たな知見をもたらす点にお
いて、重要な意義があると考えられる。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、日本語母語話者と学習者、特に英語母語話者の撥音の調音を観察、比較し、それぞ
れの特徴および類似点・相似点を明確にすることを目的とする。具体的には、英語母語話者の日
本語撥音/N/は歯茎鼻音/n/として発音されており、そのことが撥音の時間長の短縮に影響を与え、
発音の不明瞭さやアクセントとして認識される要因となっているのではないかという仮説のも
と、超音波診断装置を用いた舌の位置と動きのデータから分析を行う。 
 本研究で明らかとなった結果は、教育現場での発音指導において、音韻的知識の導入として活
用できるだけでなく、母語話者の調音運動の超音波動画を教材として活用できるほか、実際に超
音波診断装置を使った調音指導を行う際にも役立たせることができる。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では、英語を母語とする日本語学習者６名、比較対象となる中国語を母語とする日本語
学習者６名について、以下の項目を実施した。 
 ・文末・文中撥音/N/発話時の調音運動の録画 
 ・比較対象となる音（/b, t, d, m, n, a/）発話時の調音運動の録画 

・調音画像分析 
 ・撥音/N/の音響分析（時間長、フォルマント、反共鳴、帯域） 
  
日本語母語話者の調音運動については、すでに収集済みのデータを用いた。 
  
超音波診断装置を用いて調音運動を記録した。調音画像分析は、Matlab プログラム、統計処理
は、データ分析ソフト Rをそれぞれ使用した。音響分析は音響分析ソフト Praat を使用した。 
  
 
 
 



４．研究成果 
 
 日本語学習者による日本語撥音「ん」の調音、特に舌の動きについて、超音波診断装置を用い
て観察を行った。英語母語話者３名、中国語母語話者４名について、実験結果の分析を行い、国
際会議にて発表し、予稿集に論文が掲載された。多くの日本語母語話者は奥舌を用いた調音を行
うのに対し、英語母語話者は３名中３名が、中国語母語話者は４名中３名が、歯茎音/n/として
発音していた。歯茎音は「ん」の異音の一つであり、コミュニケーション上の誤解を引き起こす
可能性は低いが、この結果から、「ん」が歯茎の狭めを必要としない音であることを学習者に視
覚的に提示することが可能となった。 
 
 英語母語話者による日本語「ん」の調音分析結果と併せて、母語にない調音位置を持つ音素の
獲得についてまとめると、英語母語話者、中国語母語話者ともに、母語にある類似した音素によ
る代用を第一のストラテジーとしていることが確認された。英語母語話者の方が母語の音素に
よる代用がより強固である可能性があるが、結論を出すには、習熟度別に多くの話者データを集
める必要がある。 
 
 言語研究において、発話された音声の音響分析に比べ、発話時の調音分析は、口腔内を観察す
ることの難しさから、あまり進んでいない現状がある。とりわけ、第二言語学習者の調音データ
は不足している。通言語的にみて特殊な音素である日本語撥音を用いて、学習者が母語にない音
素を獲得する過程を舌形状から解明する本研究は、学習者の発音の明瞭性や流暢性を向上させ
るための基礎データとなるだけでなく、学習者の調音特徴から音声知覚（perception）と音声産
出（production）の関係や、音声（phonetics）と音韻（phonology）の関係を議論するための材
料となる。 
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